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一
、
以前、 はるば るアメ リカか らや って きた リング ・リング ・サ ーカスを見物 に行 った ことがあ
る。大 テ ントを はった ところは、 東京 の新橋 であ った。
250人 の団員 とライ オ ンを は じめ とす る何十頭 とい う動物が、 巨大 なテ ン ト小屋 の なかを と
ころせ ま しと走 り回 り踊 り回 った。 冒険 とア クロバ ッ トが交錯 し、快活 な音楽 と割 れ るよ うな
喧騒が観客を まきこんで噴 きあ げていた。
だが、私の心 はかな らず しも同 じようにわ き立 っわ けで はなか った。周囲 の興奮 とはうらは
らに、 む しろ白々 しい思 いが広が ってい った。面 白 くなか ったわ けでにないのだが、 しか しど
こか場 違 いな ところにや って きた とい う気持 か らのがれ られなか ったのである。
リング ・リング ・サー カスの熱気 あふれる舞 台をみなが ら、私 がその とき思 いだ していたの
は、小 学生 の ころにみた木下 サ ーカスや シバ タ ・サー カスの光景 であ った。 もの悲 しい ジンタ
の音 にの って登場 す る芸 人や ピエロ、 そ こはか とない哀愁 をたたえ る空 中 ブランコや軽業や手
品であ った。
そ して、 た とえば武 島羽衣 による 「美 しき天然」 の調 べで あった。
空 にさへつ る鳥 の声 峯 より落 っ る滝 の音
大波 小波鞋 鞳 と 響 き絶 えせぬ海 の音
この明治38年 にっ くられた歌詞 とサーカス小屋 の想 い出は切 り離す こ との で きな い もので
あ った(1)。
そ こには、 まぎれ もな く生活の匂いが立 ち こめていたのである。芸人や道化の背中には、少 々
大袈裟 にいえ ば生活 の ドラマが色濃 く影 を落 していた。 それにくらべるとき、 リング ・リング ・
サーカ スを いったい何 と呼んだ らいいのだろ う。 あれ はたんな るショーではないか。 たんなる
騒 々 しいお遊 びで はな いか。
.二、
冒頭 に、 っ いお里 が知れ るようなことを口走 って しまったが、 「遊 びこころ」などとい うテー
マを楽 しく論ず るため には、や はり自分 の偏見 か ら出発 した方が よいだろ う。 とい うよ りも、
偏 見か ら出発す るほか はないので ある。
言葉 の問題 と して いえ ば、東西古今の 「遊 ぶ」 とい う言 葉 にははじめか ら生活 の匂 いなど染
みっいて はいなか った にちが いない。遊 ぶ とい うの は、 そ もそ も生活 とは反対 の極 に位置す る
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世界 のことであったか らだ。 もしも生活 の匂 いが立っ ような遊 び とい うものがある とした ら、
その遊 びは噴飯 ものか冷笑 の対象 に しか な らな いだ ろう。
だが、 はた して そ うか。 まず そのことを吟味す るため にも、遊 び とい う言葉 の起源 にふれる
ことか らは じあてみ ることに しよ う。
漢字 の 「遊」 には、 もともと 「道をふ らふ ら歩いてい く」(2)という意味があ った よ うだ。 道
をあてどな く、 ゆっ くり歩 いて い く光景、一 それが遊 び とい う行為 の原像 だ とい うこ とが で
きる。
ところが 日本語 の 「遊 び」 には、む ろん 「歩 き回 る」 とか 「泳 ぐ」 とかい う意味 があ ったけ
れ ども、同時 に 「狩猟」や 「神楽」 の遊びをい う場合 が古 くか らあった(3)。 とりわけここでは、
のちにのべ るように神楽 との連関 に注 目 したい と思 う。 神楽 とい うのは要 するに神遊 びの こと
で あり、神 の遊 びを意味 した。
もう一っ、 日本語 の遊 びを あ らわす もの に 「遊戯」 の語 があ るが、 い うまで もな くこれは仏
教 に由来す る。す なわち自由自在 の境地を いった もので、「遊戯三昧」 な どと用 い られ た(4)。
　 　
ともか くも、 日本語の 「遊 び」 という言葉 のイ メー ジが遠 く神 や仏 の世界 とかかわ りを もって
いたということを、 ここで はとりあえず確認 してお きたいのである。
いま仏教 の遊戯三昧 にふれ たけれ ども、 イ ン ドのサ ンス ク リッ ト語 の 「遊 び」 に も、多義 的
なイメージが付与 されていた。 たとえ ば動詞のkrid(遊 ぶ)に は、 ふ ざ け る、 はね回 る、 ふ
●
らふ らす る、 といった意味の ほか に、お どける、冗談 を い う、 などの意 味 があ った。 さ らに
vilasa、lilaな どの名詞(遊 び)に は、 女遊 びや子供 の遊 びを含 めて 「コケ トリ」 「誘惑 」 「変
装」 などの内容が こめ られて いた。そ してそのいずれ もが、神話 や物語 では神 々のたわむれや
仏 ・菩薩 の遊戯 をあ らわす ものとされたのであ る ⑤。 その点 では 日本語 の 「遊 び」 の場合 と何
ら異 なるところがなか った ということがで きるか もしれない。
三 、
ここで、 目を転 じてみ よう。 たとえば フランス語 で 「遊 び」 を意味す るjeuは 、 ラテ ン語 の
jocusか ら派生 した言葉 であ り、英語 で 「冗談」 を意味す るjokeと は親戚筋 にあたる。 そ して
この フランス語のjeuは 近代 にな って、 トランプな どを使 う賭博遊びを指す ようにな った。 遊
びを仲立 ちと して冗談 と賭博が表裏の関係 を結 ぶよ うにな った とい ってよいだろ う。
冗談や賭博が、世俗的なゆ とりのあ る生活 か ら生 まれ る遊 びである ことはい うまで もない。
そ こには、神の姿や超 自然的な ものの影 はす こしもさしてはいないよ うにみえる。 だが、 た と
えば古代ギ リシアにお いて はそ うで はなか った。 それ とい うの もプ ラ トンは、 人 間の ことを
「神 の遊 びの玩具」(6)と い っている し、 またあのオ リンピックも、神の玩 具 で あ る人 間 に よ っ
てお こなわれ る競技 とみな されて いたか らであ る。
しか しなが らヨー ロッパで は、遊びはやがて神 の ものか ら人 間の ものへ とその所属 を変 えて
い った。 聖な る領域 か ら俗な る領域 へ とその活動 の場 を移 してい った。冗談 と賭博 と喧騒 の世
界へ としだい に逸脱 の度を深 あてい ったのであ る。 その道行 きのはてが、 た とえば冒頭 にみた
リング ・リング ・サー カスの演出のなかにみ ごとにあ らわれているとい ってよいだろ う。 とこ
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うが 日本 において は、か な らず しもそ うはな らなか ったので はないか と私 は思 う。その問題 に
入 る前 に、一っ だけふれてお きたいことがあ る。
四、
一般 に西欧 の社会で は、労働を中止 す る日すなわち休 日のことを二様 に表現 す るな らわ しが
あ った。 ヴァケイシ ョンvacationと ホ リデイholidayが それで ある。 前者 のvacationは ラテ
ン語 のvacare`toleave(one'shouse)empty'に由来 し、家 のなか を空 に して外 に出 る こ
とを意味す る。家のなかを空 に して外をぶ らぶ ら歩い て い くこ とで あ るか ら、 それ はま さに
「遊 び」 の原点 を指 してい るとい って もいい。 その意味 で ヴァケイ ションとい う休 日は、「遊び」
その ものを あ らわす休 日であ った。
これ にたい して後者のholidayは 、 む しろ家 のなか に とどま って共同体 にとっての聖 な る日
holidayを 祝 うことを意味 した。ぶ らぶ ら歩 きどころか、家 のなか に閉 じこもって祈 り と感 謝
の時間を過 ごす一 日であ った とい ってよい。 その点 で は、遊 びこころ とは対極 に立っ禁欲 の一
日で あった といわな ければな らない(7)。
みて きたよ うに、休 日を意味す るvacatiとholidayは 、 もともと労 働 を中断 す る とい う点
で は共通 して いた。 しか し労働 を中断する とはい って も、そ こに家 を離脱す る行動パ ター ンと
家 に残留す る行動 パ ター ンとい う二 っの型が あ った ということに、 ここでは注 目 しよ う。 さ ら
にいえば休 日とい うものが、遊 びに向か う面 と身 を慎 しむ面 とい う、二っ の正反対 の顔 をもっ
て いた とい うことであ る。
その休 日のなかで遊 びに向か う面 が しだいに強調 されて、今 日の ヨーロ ッパ における余暇 と
か レジャー:の過 ごし方 へ と引 きっがれてい ったのであ ろう。 家を空 に してぶ らぶ ら歩 きをす る
ヴァケイ シ ョンの効用 が もて はやされてきたのである。 その結果、 もう一方 の身 を慎 しんで聖
な るものに対面 しよ うとす る態度 が薄 れてい った。生活環境 がすべて近代化 の波 に洗われて い
くなかで、 聖な るもの と俗 な るものが区別 され、 それに応 じて ヴァケイシ ョンとホ リデイが機
能分化 を とげて しま った。遊 びは聖 日か ら切 り離 され、 ひ とり歩 きを して今 日にいたったので
あ る。
五 、
これにた い して 日本 の場合 はどうだ ったのだろ うか。今 日、一般 によ くいわれ ることであ る
が、 日本人 は休 日の過 ごし方 が下手 であるとい う。 レジャーや余暇 の時間を もて あます、遊 び
こころを知 らない仕事 中毒 の人 間であるとい う。 そ こには一面 で、思 い切 って家を空 にす るこ
とので きな い心性 が露 出 してい るのではないだろ うか。休 日の過 ごし方 と して、家を空 にす る
ヴァケイ シ ョンの習慣 がっいに身 にっかなか ったのだ とい って もよい。 あるいは、休 日とはか
ぎらずにむやみに家 を空にす ること自体 に、何 らかの うしろめたさを感ず るということであ る
のか もしれない。 かな らず しも家 に こもって身 を慎 しんだ り聖 なるものを祝 った りす るわけで
はないに して も、 しか し家 を離 れる ことにある種 の罪責感 のよ うなものを感 じっづ けて きたの
ではないだ ろうか。 あえていえば、 日本 の社会で は休 日とい う考 えに含 まれ るヴァケイ ション
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もよくあ らわれていると私 は思 う。死んだ人の魂にむかって楽器を奏 し、歌舞を奉る人びとの
影が浮かんで くる。そ してそういう人びとの集団を 「遊部」(あ そびべ)と 呼んでいるところ
が面白い。ここではむろん、「遊び」はたんなる消閑 ・慰安のための遊戯などではない。死者
の遺体を安置する 「殯宮(も がりのみや)」 というせまく限 られた空間で、歌舞 と酒食 をたて
まっる儀礼にそれはかかわっている。身を慎 しむ籠 りの状態のなかで、目に見えないものと交



























われわれのいう饗宴の席 には、「主」と 「客」と 「舞人」 という三者の構図ができあが ってい
た。ここで 「客」というのは、神楽の場合がそうであったように、 もともとはその席に来臨す

















れて多数の客がやってくる。芝生の緑 と満開の花壇 と新緑の樹々が地上にひろが り空を覆って
いる。庭内の一角では音楽が奏 され、テントを設けて茶菓やサンドイッチ、果物や飲物などが











































の契機やエネルギーがみ られないわけでもない。そもそも乱痴気騒 ぎや無礼講 は、洋の東西を
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ると思う。「初心」 とはいうまでもなく能楽 という芸道 における根本的な心得をいったもので、
「初心忘るべからず」で知 られている言葉である(14)。能楽 はわが国の伝統的な芸能であるが、
世阿弥がその主著、『風姿花伝」で、女や子供や老人を模倣する場合の 「物真似」 の心得を縦






ここで私ははしなくも、「遊び」にっいて論 じたあのロジェ・カイヨワの意見 を思 いおこさ
ずにはいられない。かれはその著 「遊びと人間』のなかで、遊びの領域を四っに分類 している
が、そのなかに 「模倣」の領域を設定 しているか らである(15)。すなわちかれによれば、「遊び」
にはスポーッやチェスなどの 「競争」、 くじ引きや賭博などの 「偶然」、 ジェットコースターや
スキーなどの 「眩暈」感覚などとならんで、「模倣」の領域があるという。 それは芝居 や変装
や仮面扮装 にみ られるように、他者になろうとする 「遊 び」である。
ここで、 よく注意 していた ゴきたい。カイヨワは 「模倣」 という遊びのもっ性格を、他者に
なろうとする遠心的な行為のうちに求めようとしている。いいかえれば模倣芸は自己が自己を



















神をいわば極小の空間に凝縮 しようとしたのが利休であった。かれが考案 した、 「に じり口」




こめた遊 びこころがあったと思 う(17)。その後秀吉の好んだ園遊会形式 の茶会がすたれ、 それ










鼠や黒の色調に沈めて、裏面でぜいをこらす、 というのが 「粋」 とされたのである。
そこでは、着物をきる楽 しみが一種マゾヒスティックな自閉に通 じ、着物にそそがれる遊び
こころが求心的なエロティシズムにっ らぬかれていることがわかるだろう。
私 は、 これまで挙げてきた 「初心」、「わび」、「粋」の三っが、 日本人 における遊びの性格を
理解するうえで重要なキーワードになるだろうと思 っている。遊びのエネルギーはもともと外
部 にむかって逸脱 し跳躍 しようとする傾向を示すものだが、そのエネルギーの勢いをいわば抑











していた(19)。それはどこか茶道の作法が、針の穴のような 「にじり口」 をくぐって非 日常的
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浸透 していたということをあらためて思わずにはいられない。遊びが遊びこころへと通 じてい
く回路に、 したたかな精神的な刻印がほどこされていたといって もよいだろう。
思えば、 この 「こころ」への偏愛はすでに古い時代か らはじまっていた。かって神道では、
「清き明き心」 ということをその人間観の基礎 においていた。やがて仏教が入 って くると、 日
本の仏教はもっぱら心の探求をベースにして展開することになった。たとえば最澄は 「道心」
をいい、空海は 「十住心」を説いた。法然と親鸞は 「深心」の展開に着目し、明恵は 「菩提心」
の重要性を指摘 して うむことがなかった。そ して道元といえば、「身心脱落」 のなかで坐禅 に
没頭 しようとした。そこに登場 して くる 「心」のさまざまな考察 は、いずれも人間の意識や精
神にかんする究極の段階をいいあてようとしたものであった。いわば日本人の精神史は、「心」
の現象学をめぐって展開 してきたのである。そのような伝統のなかか ら、 たとえば世阿弥 の
「初心」が誕生 した。それはわが国に伝わるさまざまな 「遊び」の諸潮流を、芸道や武道へと













て も、 その骨髄 にまで とどくことはないだろ うと考 える。家 を空 にす ることへの罪責感 が間歇
的に蘇 り、求心 的な安定感 を求 める願望 が、見 え隠 れ しっっ、眼前 に浮か びあが って くるよ う
に思 われ るのであ る。
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甘味は第二段たる 「反」の段階を形成する。そうして 「無地表、裏模様」の渋味、すなわち趣 味
としての渋味は、甘味を止揚 したもので、第三段たる 「合」の段階を表わしている」(傍 点筆者、
同書47-8頁)。
(19)樋 口清之 『江戸性風俗夜話』(一)、 河出文庫、1988年 。たとえばっぎのような風俗、一 「遊里 で
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で入 ることを禁 じました、そのため大名の中には、吉原で暴漢におそわれた者 もありました。例
えば仙台の伊達綱宗のごときは、豆腐屋に逃げこんで、銘木キャラの下駄を落 して行ったので、
仙台侯だとあとでわかったようなこともあり、また、一万石の六角越前守は、帰り途に喧嘩をふっ
かけられて羽織の片袖をとられ、それが もとで領地召 し上げになったこともありました。 こんな
遊里では、金と恋 と粋と人間の意気だけが通用 しまして、権力は全然無力で した。その中でも一
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しかし、そうかと言って金なくては全然意味のないところですから、結局 「人間万事金の中」で、
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ための教養と文化を向上させる原動力ともなったところで した」'(同書、148頁)。
(20)拙 著、上掲書、65、95、199頁 以下を参照。
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